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チ
ベ
ッ
ト
登
山
協
会
兄
弟
協
定
一
一
一
十
周
年
記
念
登
山
を
終
え
て

長
蔵
協
定
一
一
一
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
唐
木
眞
澄

二
○
’
六
年
か
ら
三
年
越
し
の
計
画
が
、
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
進
め
た
結
果
、
一
定

大
き
な
成
果
を
残
し
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
の
効
果
を
認
め
、
短
期
に
高
所
登
山
が
Ｈ
指

ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
こ
れ
ま
で
三
１
せ
る
と
い
う
入
り
川
に
た
ど
り
精
き
ま
し
た
。

年
間
に
わ
た
り
交
流
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
諸

報
告
苔
が
ま
と
ま
り
次
節
、
報
告
会
を
矛

先
輩
方
の
お
陰
と
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
報
告
書
を
ご
覧

以
前
の
「
や
ま
な
み
」
で
も
報
告
し
ま
し
く
だ
さ
い
。

た
が
、
当
初
私
ど
も
は
シ
ヤ
ー
ヵ
ン
チ
ャ
ン

今
回
の
合
同
登
山
の
成
功
は
Ｔ
Ｍ
Ａ
（
チ

を
目
標
に
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ベ
ッ
ト
登
川
協
会
）
の
周
到
な
準
備
と
余
伽

そ
の
計
阿
が
不
能
と
な
っ
た
と
き
の
シ
ョ
ッ
的
な
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
感
謝
巾

ク
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
な
ぜ
Ｔ
Ｍ
Ａ
は
こ
こ

兄
弟
協
定
の
意
義
か
ら
も
今
後
の
山
屈
協
会
ま
で
協
力
し
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も

の
た
め
に
も
何
と
か
再
構
築
を
し
よ
う
と
、
ち
ろ
ん
「
シ
ャ
ー
カ
ン
チ
ャ
と
不
調
の
負

一
度
落
ち
込
ん
だ
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
て
、
い
Ｈ
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
国
民
性
と

以
下
の
三
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
達
成
で
き
る
言
う
か
、
チ
ベ
ッ
ト
の
方
々
の
仏
教
に
裏
打

川
を
摸
索
し
た
結
果
、
シ
ユ
エ
ラ
プ
カ
ン
リ
ち
さ
れ
た
、
輪
廻
岻
化
の
心
が
後
押
し
し
て

峰
に
た
ど
り
満
き
ま
し
た
。

く
れ
た
の
だ
と
川
解
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
計
価
惟
進
に
当
た
り
、
三
つ
の
．
ま
た
、
ｎ
本
側
の
隊

山
を
鰻
索
し
た
紬
果
、
シ
ユ
ェ
ラ
プ
ヵ
ン
リ

峰
に
た
ど
り
満
き
ま
し
た
。

今
回
の
計
両
推
進
に
当
た
り
、
三
つ
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
設
定
し
ま
し
た
。
①
長
蔵
友
好

協
定
締
結
三
十
周
年
を
記
念
し
た
合
同
登
山
、

②
未
踏
峰
の
登
頂
、
③
短
期
に
高
所
喬
山
を

成
功
さ
せ
る
手
法
の
確
立
で
す
。

①
に
つ
い
て
は
義
を
砿
ん
ず
る
川
、
中
川

・
チ
ベ
ッ
ト
が
相
手
だ
け
に
、
長
山
脇
と
し

て
も
全
力
で
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切
で
す
。

力
不
足
は
承
知
の
上
で
私
が
先
頭
に
立
つ
こ

と
で
本
気
度
を
示
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

②
の
未
踏
峰
に
つ
い
て
は
、
堰
箱
の
隅
を

つ
つ
く
、
と
の
そ
し
り
は
承
知
の
ｋ
で
、
当

初
は
「
シ
ヤ
ー
カ
ン
チ
ャ
ン
」
峰
、
そ
れ
が

不
調
と
な
り
「
シ
ユ
エ
ラ
プ
カ
ン
リ
峰
」
と
、

未
踏
峰
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

③
は
低
酸
素
零
を
導
入
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

口甸Ｂ

げてびたIllIiき長た任極準材人員ま
ま深を多に股まをだ務的術ばたとた
す〈共〈脇後し助きをＩこのかちし、
゜感にの力にたけ、遂そ段りはて「｜
謝し皆い、･て非行れW1fで･優参本
申、様たこい力しぞか、秀川'11|]
し改とだのたなてれらＩ汁なしの
止め喜いril.だ|厳いの砿山人た隊

、「
山のニュースは

信濃毎日新聞
ｌｉやいよみよい

信濃毎日新聞ごIMi論のお申込は西０１２０－８１－４３４１まで
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シｺェラプカコリ断， 宮)頂ｌＷ
｜「

１
Ｆ､

頂上にて日本隊員 ＡＢＣから山頂を望む

篝震譲雲f登頂までの道の！〕 杉田浩康讓鑿鑿鑿雪秘響長

入でのでく特で寺イドツ応三け車イ兇「ＩｊＭｌＪリサが人多立たか三ににでつ●
りすとしなに高のしエと八て五ス学街ＡＩＩ市出はいつ･り六着チーた台九
ま。こたつ体所裏、滞高○出台前・の￣は内るいのといの○きく泊成風月
すいろ･た調順|｣」午在度○発をで九」上とチのほたで高き71了○まツし田ここ
゜よは登りが応を後olllHm･連記ノ」に灯ベホどもす度な窄、し卜た空１日
い’順'1」す悪確標は夕応｡シね念／くあ合ツテののが障りが･た日後港_
よ洲にるか認高巡シでセガて雌’１るせトルこの、害こ広I:|ｊ･治、か号
｜ﾘ］に山人つの｜几|礼ルも’１ツシ影、１１１，盗にと、頭をのが季こ区三ら接
’１米かばたミ○のンうはエガをＴ厩ノ,:１１１人も行痛起,別つがこの日出近
はてけいりニノし道ボー、のツしＭ１Ｗｉｌｌ脇りな動をこ腱て｜ﾘ｜は首の発で
Ｂ－るま登登○か、ｆｌ１風標エたＡ物は会まくに感すにいけ、都昼、雨
Ｃ安前せれ'ｌｌｎ１らにシ上高に後オfil`（ラヘし、支じ人降また標ラ過北と
に心段んな。まお参ガlllHは向、フのサＴたう隙たもりしば,１．５サぎ京な

。

たい゛侍にま食山」上雪最りいシや卜)すポ西●
。と夜九所あでつ群にの高、うエら長。ｉにシ九
雨こ中月にる辿てで長山点峠街’一の途を流ガ月
模ろに九ｉｌＬｌチリ、すいがはをか卜緒ソ中渡れツ八
様は激日めン糠こ゜シ見且三らンにヮかつるエ日
の白してソけの道ユえ二つ道〆盗ンらて大か
'1コくいも’ず１１路エて○ほはン１１１氏シＢ何ら
川な雨らと、はエラき○どｌｌ１へすがガＣヤチ
発つがいいｌｌｌＢ鋼プま’ｎ超に謝る合ツにルベ
･て|蹄まう｜ドドＣで力し。え差皿よ流エ向ンツ
三いりし村の］う時ンた左まし’'１］う。「ｌｊかツト
|・ま、たの化疋間り゜手し掛一でど体いアを
分し高｡Ｗ|麓地をの南にたかとすう肯まン束

Ｏ Ｇ

｢￣

登頂前日ＡＢＣにて

日喀則市教育体育局局長索旺氏と

Ｃ楽が青たシのルⅡ『まはたエ間lllIil察●トンキ標をる進イｉの踏予ら人ほ
に園走い゜ジ家１１１１］し標･ラか応のに’’九六グツ高見所みこ市み定五りど
ﾙ｢｝のり花卜、族卜でた高こう゜ら卜案参本月張テチはつでまるノI:跡地ｋｍ口で
つよ回がウウがは奄・打のか値し内ﾉ1111人十・ンン｜ﾉLIけ、すだ台程でほに篭
てうる咲ヤマ四広り標二’１ン察｜でし隊日トテ八て水゜らが度すど着１１１
チな、いクを軒い、高士ｉのり報二、たＬｌニン五Ｂの弁け、｡。入きル
ベとさてり放あ芥ま薙○卜が告ン芥チは張卜○Ｃ流がの流人とつま１
シこな、ン牧りのず|ﾙ１ｍし姿書グをべ、、一ｍとれ＝河れといたしト
トろがナドし、Ｉ|’ま○まＩをで・遡ツ昨 隊張･し１こつlﾙ（を荷つ所たと
ｌｌ１Ｉでらキウてヤでず○で二見見雲つトイド 員、Ｂま近｜こをlijIi物てが。な
のす天ウにいク、で、到ンせたのてメ秋用ダＣしい分悦切をも、こる
登・上サ似ま、遊すを連グまシ切高ンのテイにたｉｌｚか壇り満道Ｂこ谷
壌Ｂのギたし上牧oljL1しでしユれ所パＩ１Ｉｉン二は。地れに、載はＣかの

、
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Ａ物びけわる石約れ静がか’し＠しＩＢのと隊
Ｂをま、ずみこ－まかららパまＢ九た三Ｃバミ長
Ｃ背しＩ,,ｊ、もろ○しだパ賑イすＣ月｡日にラ｜ぺ
の負た度荷、だ1(Ⅱ,たつイやク･を十登上ンテマ
標つ゜も台流ら、･たクかを荷撤一頂がスイさ
高て隊ｉｉｉにれけ標ＡＢＩ・な使物収日のりをンん
は歩員復荷をの高ＢＣ二音いのし日、とグ、
五いはし物渡斜差Ｃが台楽ま輪Ａ程＋つ゜デ
|型'て、てをるｉＩｉｉ約まｌＥがをす送Ｂをこて111Ｈチ
○登１］ＩＩｌｊくこも/（で燥集１１|:；･はＣ確ｌ－Ｉ、応エ
○り分物〈と、○のに合ら朝モに認Ｃｌﾘ｜とン
、まのをりもい○llli包しし食｜移し１１１衰さ
･す荷迎つ厭か、雛ま、な前夕動ま、Ａ過ん

Ｃ Ｏ

蕊i蕊!｛i塞曇L澪､」Ｐ▲

1匹8－

バイク部隊とＡＢＣ

●
九
月
十
二
日

こ
こ
か
ら
本
格
的
な
山
荘
り
と

な
り
ま
す
。
登
鍵
具
と
宿
泊
装
備
、

テ
ン
ト
三
張
、
一
泊
分
の
食
料
。

燃
料
を
分
担
し
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
ス
タ

ー
ト
。
日
本
人
は
い
く
ら
順
応
し

て
も
雨
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
何
度
も

登
っ
た
こ
と
も
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
隊

員
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
ま

せ
ん
。
Ⅱ
本
人
は
ゆ
っ
く
り
ペ
ー

ス
で
登
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
怖

く
登
っ
た
所
で
隊
員
の
一
人
が
不

調
を
訴
え
、
普
○
唖
を
測
る
と
記
。

ｆ
想
外
の
低
い
数
字
で
、
本
人
の

怠
忠
も
確
認
し
た
ｔ
で
、
隊
腫
か

ら
リ
タ
イ
ヤ
宙
一
言
。
残
念
！
残

る
隊
員
は
登
山
を
続
行
。
ガ
ラ
場

か
ら
氷
河
湖
を
過
ぎ
、
氷
河
末
端

の
ｈ
端
を
ア
イ
ゼ
ン
つ
け
て
盗
行
、

氷
河
中
間
部
の
プ
ラ
ト
ー
（
平
皿

部
）
中
央
に
テ
ン
ト
を
三
張
設
営

し
ま
し
た
。
カ
ー
ル
の
巾
で
す
。

左
の
側
駿
を
笠
り
、
緩
い
稜
線
を

辿
れ
ば
碩
卜
に
行
け
そ
う
で
す
。

グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
で
見
て
心
配
し

た
頂
上
直
下
の
ク
レ
バ
ス
は
こ
こ

か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
。

●
九
月
十
三
日

夜
中
に
新
雪
が
二
○
セ
ン
チ
ほ

ど
降
っ
て
、
雪
が
安
定
す
る
ま
で

待
機
し
た
後
、
い
よ
い
よ
ア
タ
ッ

ク
開
始
。
Ｃ
ｌ
に
、
ま
っ
た
隊
員

九
人
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
登
っ
て
来
た

区。

の粉こ間に三ツ長えかをがさまの傾くそ－て傾隊
登れよに揃人エペまと辿見そす肩斜・れ歩息斜員
頂もりかいを体マし思いえう・にが力でををが三
成な高晴ま先育さたつなずで心lr1落１も’１１万増人
功くいれし頭ハ]］ん･たが、すＩlidけちルーす、すで
１，m）ﾘＴてたに災、チⅡ＃ら先゜してたの歩こ/〈と頂
上は、。、の唐べ、１１１１行ガた１１１稜側|｣｜と回、」二
．あ兄ガ十ソホツ丸限すスクび線壁せがし－を
零り渡スーワ隊トいにるがし傾かをばｌＩＩな歩目
拉ますは人ン長側頂続黒出パ斜ら登一兆い足指
普せといがさ、登卜くいてスが頂り歩まとをし
岡ん、つ］Ｈんシ鑿が盗人liIilはｊＷ上き近せ次川ま
Ｉｌｏこの｝二のガ隊処り影りなし左りづんのしす

、Ｏ 巴

護”
■

露禽｛ｉｉｉ

鍵

己
Ｐ
．
今

｣

鱸
=在

彌議
Ｃ１からカール側壁を頂上に向けて登る

今
回
の
登
山
で
は
、
低
酸
素
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て

川
内
で
尚
所
順
応
を
独
得
し
、
短

期
間
で
、
几
っ
安
全
に
畷
川
す
る

こ
と
を
Ｈ
指
し
ま
し
た
。
三
月
に

低
酸
素
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
山
吊
セ
ン
タ
ー
に
設
樋
し
、
前

川
の
「
や
ま
な
み
」
で
お
伝
え
し

た
よ
う
に
、
四
川
か
ら
八
月
ま
で

の
五
ヶ
月
間
、
標
高
四
○
○
○
ｍ

に
設
定
し
て
の
「
高
所
テ
ス
ト
」
、

隊
ｕ
得
、
の
体
調
と
Ⅲ
応
の
進
み

具
合
に
あ
わ
せ
た
標
高
に
設
定
し

て
の
「
高
所
運
動
」
と
「
高
所
睡

眠
」
を
延
べ
八
十
向
経
度
行
い
ま

し
た
。
併
せ
て
で
き
る
だ
け
二
八

○
○
ｍ
以
化
で
の
宿
、
を
と
も
な

う
徴
山
も
、
隊
員
各
自
の
ぺ
１
ス

で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
標

向
三
ル
ハ
几
○
ｍ
の
ラ
サ
に
人
っ
て

か
ら
、
標
高
川
八
○
○
ｍ
の
Ｂ
Ｃ

に
入
る
ま
で
の
問
に
、
高
度
障
害

で
行
動
に
支
障
が
出
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
結
果
か

ら
江
○
○
○
ｍ
ま
で
の
尚
所
順
応

は
出
来
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
標
高
五
四
○
○
ｍ
の
Ａ

Ｂ
Ｃ
に
入
る
と
隊
員
の
一
人
が
体

調
を
崩
し
、
Ｃ
ｌ
に
上
が
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

￣

功
を
奏
し
た
低
酸
素
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ま蝿た早員こナくとくる酸と指りム境／'２‘|『数上と標①れｌｌｌ１ｉＩノ［消た
す境ちいだれＩはい国の衆思すまは低へ活や、の、,ｒｌｊ低ま人○耗・
・をに時けま￣、う内でをい人し高酸のな卜③登②で腰す薙○が他
整使期がでで来効の、取まにた所素過どイそ山護何索･が○激の
術つに便チ報年果登海りすと。||lii卜応普しし、１１１１１１１卜個大、’し隊
して協つく告二も山外込･つ今応レ段、てとでやし人き以い員
よも会てツす月あでのむ卜て後狸｜との’'１チリはっ｜差か’二隊は
うら員き卜るのりも，i:ji能し何海得二者/Ｉ２Ｉｌ１くわ￣た二をつの員登
とえやま登予弓ま楽所力｜効外にンえ活でツけノ［かン生た高もれ
恩る－し山定|｣」すにだがニな篭効グらとの卜宿○とグんと所いた
つよ般た隊での。登け高ン手１１１巣シれ述テで泊○いをだ考llliiまも
てうのがのﾌﾟｰｾ詳れで<グ段をがスまうンのの、うどのえ応しの
い、人、隊・ミしるななでだ’｜あテす蝿ト食ｌＰ１ｌ以このはらはたの

０ ， ０、
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輻鼈金；ｌｉＬＷＩＷ〈掌壽ラ沓呉衾ｉｔ
７鑿圖liS凝苣纈菫Ｔ輩醐信
ルつるしも葉＝「リ施リヤ・・信
後け．、とが十校しンン七新
はな｜大、－二、まグプ｜」入
水がス沼選稀名男し競場(|｣)大
戸らを池乖）造の子た技'''１に会
池歩読かがし生十°と辺志で
洲き図らｌ１ｌ１ｉい徒六参\＋の賀は
泉まと凹恭時と名加替オ高、
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凸
罫
‐
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霧の岩菅山山頂

Ⅱ
時
几
Ⅱ
し
Ⅱ
㈹
～
八
Ⅱ
㈹

場
所
陽
の
丸
高
原
一
締

当
初
は
二
方
ヶ
峰
か
ら
篭
ノ
登

山
へ
の
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
人
会
当
日
に
雷
注
意
報

が
出
て
急
遮
コ
ー
ス
を
変
更
・
卿

二形
－－

’

に
入
浴
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

翌
Ｒ
の
岩
菅
山
登
山
は
曇
り
空

で
し
た
が
、
全
員
で
無
事
に
山
頂

に
立
ち
、
Ｆ
山
し
ま
し
た
。
山
盗

り
を
愛
す
る
高
校
生
た
ち
、
そ
し

て
撤
川
ら
の
技
術
向
上
と
親
睦
を

図
る
良
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
専
門
委
員
長
福
島
伸
一
）

東
信

蝋 劇Ｉ鯵一
｢￣ 』

□=鹿一一一

ビジターセンターで説明を受ける

花象流手チツｊ陽との技候しまよ行初校開一

葦嘉室聲蓼」天窪農菖壽ＭＭｉｔｇⅢ１Ｍ議警目農
夫士行終加セチ本地た篭天Ｉ=１，交噴二水キれこ地

主簾窪促賃ムデ区。'｣'のと新流火''１m･た＋区
にあ。は。iH-兵lflは'''も人遜後''ⅢＰ.＝新、行ドＭ戦l｣」のは城パ水１－１人

鞠騨ijij織鐘ｉ
１Ｒ奮毫妄塁二喧聖１１需農実珊il駐簔專Ｔ

、 、

悲
中
僧

縮
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
施
設
の

整
っ
た
湯
の
九
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

夕
食
は
焼
き
肉
を
す
る
学
校
あ
り
、

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
ー
を
す
る
学

校
あ
り
と
、
楽
し
い
雨
の
夜
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
校
数
は
減
少
傾

向
で
、
遂
に
三
校
に
な
り
ま
し
た
。

（
専
門
委
員
長
塩
川
淳
男
）

た満恵をけ八
人喫ま－会て’１南
もでれ「１場、陶信
いき、「｜に’''’１の
たま気の行丈九新
よし持仙わケノ］人
うたち丈れ帰一二人
で。のケまと｝会
す雷艮岳し「|」ノＬは
゜鳥いはた斐Ｉと１九
に秋好・駒（１）月
会山天ケにこ
えをに癖か十

て
の
講
波
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

先
生
の
講
演
は
教
材
を
多
用
し
た

実
験
的
な
内
容
で
、
皆
楽
し
く
受

満
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
Ｎ
Ｈ
は
早
朝
か
ら
了
搬
迦
り

の
雨
天
で
あ
っ
た
。
朝
食
後
、
新

開
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
山
林
資

料
館
を
見
学
し
た
後
、
閉
会
式
を

行
い
解
散
と
な
っ
た
。

（
専
門
委
員
長
大
西
英
樹
）

坐
南
信

「へ

花井先生の講演会の様子

礼り使会き程往林しII1llHi寒先は峠登しのの

專申まわ式まに復道こたllllさの雨へりてで通二
門ししせ全し合と（の。全に感に戻、、、過日

實,；圷讐蝿,総会１Ｍ：!§：WIIl嬰蓬§
長まこたしまて時業で元まな、し’'’''１１÷駒天台
すのだてた運の所は気しく手たをかケ候風

小・場きパ、行パの、にたな袋・経ら岳がの

西を、ス雨しスご南下がるな駒｝|］駒登予接
借大ののてを厚アｌｌｌ、くし津し瀧頂想近
り変Ｊ|〔「'１い大意ルで選らで峰て１１１籍はさと

透て助Ｉ〔|ｆのた会でプき下いはか」こま’|’れ前
一おかをＷ」だ’１，スま・の指ら沢でlliた線 仙丈小屋からの下り



5）山岳協会ニュース/IbL237 2018（平成30）年12月10日発行

伊
那
文
部
で
は
秋
山
交
流
会
を

行
っ
て
い
て
、
今
年
は
十
Ⅱ
二
十

一
Ⅱ
に
有
明
山
へ
行
き
ま
し
た
。

有
明
山
は
絵
画
の
題
材
に
も
良
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
程
に
、
街
か
ら

兄
ｋ
げ
る
山
は
特
徴
の
あ
る
と
て

も
綺
蝿
な
形
を
し
て
い
る
の
で
、

街
を
巾
で
走
っ
て
い
て
も
す
ぐ
に

凡
つ
け
ら
れ
ま
す
。

当
初
は
、
前
夜
に
松
川
村
の
馬

羅
尾
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
で
交
流
会

を
し
て
裡
朝
に
そ
こ
か
ら
の
．
Ｉ

↓
伊
那
支
部
の
秋
山
交
流
書
」
駕
信
か

ス
を
ｔ
が
る
噸
を
潟
え
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
三
１
年
卜
几
現
在
、

橋
な
ど
が
流
さ
れ
て
い
て
地
元
で

は
奨
励
を
し
て
い
な
い
の
で
、
日

帰
り
と
し
て
有
明
荘
か
ら
の
コ
ー

ス
を
ｋ
り
ま
し
た
。
私
自
身
は
、

以
前
に
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
の
コ
ー

ス
を
ｆ
が
っ
て
い
ま
す
が
、
今
行

く
な
ら
ば
、
、
己
の
此
任
で
き
ち

ん
と
考
え
て
ル
ー
ト
を
見
極
め
、

渡
渉
で
濡
れ
る
事
へ
の
対
応
が
必

要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

有明山山頂にて

も頂雲三鎖な○卜考回束も天ま有
艮か一時場急メ名えはがあ）卜し，ﾘ］当
くらつ間も霊’。まバーリ脇た》,L,？，１
，のな程あ、卜標すス杯、へがのは
東眺いでりまル,闇ｊ・ででやの、，iiiiIﾘ］
側望晴上また幌差参未しは鞍ノ11,ｉにの
には天がし岩では加るたり，,，隅集上
松とのるた場結九者事。既，，や今時
川て山とがや構○はを次にで大しに

、、

↓ Ｐ＝？

ら
少
し
遠
く
の
街
銅
山
へ
。

伊
那
山
の
会
佐
野
隆
司
・
Ｉ

楽山し交らがのにたを頂んき那おがズですてれにスみ付
し頂た有流もら参し〈過でＩ１ｉｌｊで、の葉、大は交ねいぞはの、、

hIlijlｶﾐＭ室蜑,,<響墓lFEJ奎A鯰〔高簔Ｍ雲。訂焉穰ｌｌｌｉｌＨ
行望当の終にｲiの山とま。瓜たん'一＝はしでと屯鴬？貧い(がは日急了下や北i協思しくがと｜この翰伊た鍋い

蕊注雛祭1蝉蟻撚１１１
たさ恵大・今り聞同頂だ間か。たつと有まり、なてり゜アの
゜んま変｜可なき登を下以な･て弓名しク今のら、山ルllll
とれでのがな’｣」後り上’'１醤い伊なたイまでれそ頂プ１ｔ

￣、

ニーニニニー匡嘆一一一一一一二２－－竺三=iﾀﾞｾｰで三三三二三
アビヨF

F囚上高地母系屋山荘一

一幸一

一
一

一
一
一
一
肥 一一■

一へ
▲

『》

Ｆ￣￣■￣￣=C￣■－－

http:/ｌ/www・nishiitovfLcom／E-mailinfio＠nishiitoVacomヨ ー

県松本IIJ上高地

０２６３－９５－２２０６

０２６３－９５－２２０８

長野

ＴＥＬ

ＦＡＸ

〒3９０－１５１６

冬期事務所（llj11l1ｲＵ～４jj1l1ｲ'｣）

〒390-(〕303長野県松本市浅IiMiiM泉３－２６－１０
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ジ
ュ
ニ
ア
委
員
諏
訪
山
岳
会

］
石
路
亜
野

今
年
も
ジ
ュ
ニ
ア
登
山
教
室
、

高
遠
が
、
十
月
二
１
Ｍ
～
二
十
一

Ⅲ
の
川
爬
で
、
旧
血
循
州
高
遠
行

少
年
自
然
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
小
学
生
を
対
象

に
行
わ
れ
る
遜
山
教
室
で
す
が
、

今
年
は
小
学
三
年
二
名
、
六
年
二

名
の
計
四
名
、
そ
れ
も
全
員
女
子

Ⅱ
姉
妹
一
組
と
同
じ
小
学
校
の

友
達
、
な
ら
ば
気
心
も
知
れ
て
い

な
ん
と
ｕ
の
子
だ
け
這
う
臆

■■で

型

て
楽
し
く
行
き
ま
し
ょ
う
。
ス
タ

ッ
フ
は
ジ
ュ
ニ
ア
委
員
三
名
で
す
。

〈
｜
日
目
〉

昼
過
ぎ
に
側
然
の
家
に
集
合
。

こ
こ
で
家
族
と
お
別
れ
し
、
さ
あ

始
ま
り
ま
し
た
。

岐
初
は
人
人
と
ｒ
供
ペ
ア
の
施

設
内
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
。

問
題
も
難
し
い
で
す
が
、
何
よ
り

も
彼
女
ら
の
走
り
に
つ
い
て
い
け

な
い
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
野
外
炊

事
場
で
、
ご
飯
を
炊
い
て
カ
レ
ー

を
作
り
ま
す
。
さ
す
が
女
の
子
、

Ｈ

△
１

のす番変今た-世つへののりなた野
盗・のわ初い界〈朝二始お椹つ゜菜
１１１大寒りの雨･り、日ま化るたおも
|｜気さま冷が昨・起目りけｉ後腹上
Ⅲ｜はだしえ降日外き～で膿ｉはが手
･快つた込りのはてし赦？、いに
'１１１１１１『た･み、夕一みた＆部つ切
発、そ今でそ方面ん。女ま膿ばれ
は絶う〈'三絹れ、のなｒさにいま
１１k好で－１こが冷銀び会か民にし

航
「．

緒日きよよてまた復･供とは’二なし行い小石
にの秋るくういわと頂。たが赤まが脇け〃学で登
歩日のこ、とまり思上ちでやでらしばｉ三も，,，
けをＦ１と鮫、し、うで、き菰二頂１，１年登口

２畳書奎筌''v迄Iii'二'孟篝芒房'$鮭鶏裡豊：
Ｍｌ１Ｄ塁霊焼実宏憲Iii亀蕊烏,#艀霜》悪
でてとし気Ｌｌ勢人上どれそをかしぐイ〃も分山
す、ポ［たよ、いをを飯ばれ楽げま、ムそうも頂
ねま蛭。〈）､'1で’'；''1iiiを元でしです肋'′こ歩歩上
◎た、歩〈ｉｉｉ，､･側が食気もむ火。まとまけ<へ
－今きみりしりべ，L,,子こ人nmし,ｌｉＩ１ｉでなとｃ

、

登
山
教
室
に
参
加
し
て

箕
輪
中
部
小
学
校
六
年

藤
沢
遥
花

こ
の
登
山
教
室
に
、
今
川
を
命 ；

さ
は
特
別
で
す
ｃ

二
つ
Ⅱ
は
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
教

室
の
目
玉
、
守
屋
山
に
盗
る
こ
と

で
す
。
登
る
途
中
に
は
、
き
れ
い

な
花
が
咲
い
て
い
た
り
、
落
ち
て

い
る
ド
ン
グ
リ
を
拾
っ
て
染
ぬ
た

り
、
自
然
を
い
っ
ぱ
い
感
じ
る
こ

と
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
。
そ
れ

以
上
に
最
高
な
の
は
、
頂
上
に
つ

い
た
時
の
達
成
感
！
苦
労
し
て

登
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
着
い
た

時
は
「
や
っ
た
１
１
．
」
と
思
う
し
、

山
頂
か
ら
の
景
色
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
山
頂
か
ら
見
え
た

す
わ
湖
の
、
そ
の
人
き
さ
と
付
さ

に
私
は
驚
き
ま
し
た
。
今
川
は
、

今
ま
で
で
一
番
天
気
が
良
く
て
、

め
て
今
ま
で
に
川
Ⅲ
参
加
し

ま
し
た
。
今
ま
で
は
友
達
を

作
る
こ
と
も
キ
ャ
ン
プ
の
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
し
た
が
、

今
回
初
め
て
友
達
を
誘
っ
て

参
加
を
し
ま
し
た
。
私
だ
け

で
は
な
く
て
、
友
達
に
も
楽

し
ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た

で
す
Ｃ

私
が
登
山
教
寵
で
楽
し
か

っ
た
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
Ⅲ
は
カ
レ
１
作
り
で

す
。
初
め
て
の
友
達
と
協
力

し
て
作
る
こ
と
で
仲
良
く
な

れ
る
し
、
自
分
で
作
っ
た
カ

レ
ー
を
食
べ
る
時
の
う
れ
し

PF-

赤
や
黄
色
の
こ
う
葉
が
と
て
も
ス

テ
キ
で
し
た
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
て

来
た
か
っ
た
な
。

急
な
上
り
坂
も
あ
る
し
、
ト
リ

る
時
は
、
す
べ
り
台
み
た
い
に
地

伽
が
す
る
す
る
す
べ
っ
て
こ
わ
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
「
ハ
ト
曲

が
り
」
と
い
う
名
前
の
ジ
グ
ザ
グ

な
坂
は
、
曲
が
り
角
が
（
お
ま
け

し
て
も
）
円
十
三
し
か
な
く
て
…

…
。
残
り
七
つ
の
角
は
か
く
し
て

あ
る
ん
だ
と
み
ん
な
で
大
笑
い
し

た
こ
と
は
、
と
て
も
楽
し
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

征
年
楽
し
み
に
し
て
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
四
年
間
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蕊:袋
■

Ｆ

蟻
－Ｆ

ご■
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下山での蛎倒予防その１山の

医学’ 医科学委員会藤堂庫治
（信小l1lリハビリテーション専門学校）

１．下山中の山岳事故

’'1岳事,枚は、逆迷い、'|鮒Ｉ.１１賦落、滑落が多く、全て「''１に多くみられます。il鮒'１牛i:故は、砿いて前ﾉL/へ'|層

倒するパターンとスリップして後方へ転倒するパターンがありますが、登lllでは後葡のパターンが多くみられ

ます。安全に下１１Ｉして快適登111を楽しみましょう。今'''１，淡企に下り坂を歩くためのコンディショニングを１１個

序立てて説明します。次li1lは、Ｐ防トレーニング方法について説|ﾘ]します。

２．コンディショニングの手順

膝が痛い方はその治療から始めます。その後、膝の》i了みが１１１ない負(|『量でトレーニングを行います。体が仕

Iかってきたら、歩き方を練習します。 P。

3．コンディショニングの方法

(1)膝の痛みを和らげる

「111では体重の２５倍の衝撃ﾉ｣が加わります。１１鮒Jは衝撃吸収を妨げ、｜<１１｣時に化意が行き届かなくなるた

め、転倒しやすくなります。登111の上りで軽い)耐みでも、下りでに|='くらいのⅢi丁みにまで強くなります。医ｉＭｉ機

関で||黍痛を和らげてからトレーニングしましょう。

(2)トレーニングする

<よい例〉〈悪い例〉1）筋力を強化する

Ⅶ体幹、股関節、膝関節が重要です。スクワットでは、猫背にな

らず、ALL底全･体に荷重すること、膝とつま先を|にIじか同に１Ajける

ことです（右図)。１０１１１３セット行います。iJjl｣続けましょう。

2）腱を鍛える

腱を鍛えて衝1腱|吸収をよくします。Fljlでは、ジョギングM｣当

の衝撃刀が加わるため、跳躍連動がｲ丁効です。屋外では、ジョギ

ング以｣をのうンニングとウォーキングを30分ｌｌｌほど繰り返します。

膿内で行う場合、縄跳びも有効です。’十脚跳びで体が斜めに傾か

ないようにしましょう。

慮貝禽萱

￣

必可」

3）歩き方に注意して登山する

ドリでは、急傾斜になるほど膝を深くＩｌＩＩげて、承心を低く歩きます。

この時、路[iIiと大腿部（太もも）の『｢]度を一定に保ちながら膝を'''1げ

て前方へ推進します（右図)。その結果、接地後の衝撃力が弱くなり

ます。ポイントは、接地前の遊脚の使い方です。膝をIlllげながらり|き

足で接地します。脚を突っ張りながら接地することは避けます。安全

な下り益111道で、フォームに注意しながら歩きましょう。下り階段な

ど、日常r'二活で練習すると早く」二達します。

腰を低くする

大屋郡
後鰯‘

慨『Ⅷ

iii塵」

獅
晒下峻

、＋

歩行図湖Ｏ髄 1，９６ 509ｔ
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記
録
的
な
高
淵
が
続
い
た
こ
の

夏
、
ア
ル
タ
イ
山
脈
に
あ
る
モ
ン

ゴ
ル
の
蚊
高
峰
フ
ィ
テ
ィ
ン
（
川

三
七
Ｗ
、
）
に
登
っ
て
来
た
。
こ

の
峰
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
ナ
イ
ラ
ム

グ
ル
と
呼
び
、
「
友
好
」
を
意
味

す
る
。こ
の
山
を
地
図
上
で
知
っ
た
の

は
一
几
七
汀
年
の
春
で
あ
っ
た
。

著
名
な
女
性
登
山
家
か
ら
電
話
が

あ
り
「
フ
ィ
テ
ィ
ン
の
許
呵
を
取

っ
た
の
で
登
り
ま
せ
ん
か
」
と
の

こ
と
で
あ
る
。
私
の
登
山
は
「
砂

漠
の
Ⅲ
こ
う
に
野
え
る
氷
河
の
川
」

で
あ
り
迷
い
が
唯
じ
た
。
そ
れ
は

こ
の
作
巾
偏
支
部
で
ア
ラ
ス
カ
登

山
が
企
面
さ
れ
、
私
は
そ
の
責
任

者
で
あ
っ
た
。
理
想
と
す
る
山
と

は
言
え
、
計
剛
を
勝
手
に
変
え
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
女
性
登
山
家

に
は
丁
璽
に
お
断
り
し
た
が
、
気

ま
ず
い
思
い
が
長
く
続
い
た
。
そ

れ
で
も
密
か
に
資
料
だ
け
は
集
め

続
け
た
。

正
月
を
過
ぎ
た
こ
ろ
友
人
か
ら

突
然
「
フ
ィ
テ
ィ
ン
に
蟹
り
ま
せ

ん
か
」
と
真
熱
な
相
談
を
受
け
た
。

咄
嵯
に
了
解
の
旨
を
伝
え
、
円
三

＠
ｔ
：
：
：
勺
・
・
分
６
：
：
９
厘
．
３
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；
：
：
：
◇
〈
◆
：
：
：
：
：
：
：
：
◇
◇
・
◆
９
．
◆
：
：
：
◆
。
Ｏ
◇
：
◇

Ⅱ
１

■

◆
・
め
い
．
◆
肉
。
：
？
◇
：
：
：
：
：
：
◇
◇
◇
◇
：
：
：
：
：
◇
、
：
｜
：
：
：
Ｏ
◆
：
：
：
：
§
：
：
：
：
：
：
：
。
◇
。
，
。
：
。
．
◇
：
⑥

■
Ⅱ
－

且
□
１

ア
ル
卓
イ
山
脈
の
短
い
夏
休
み

たのン高字流乱ジみラのかヤク共ゴにトでイノ〈時れた年
め「|’】〈は谷れれムの背七クキらンイにル乗ルモテ○長代は資ｌ１Ｉｊ
水火７１'’三台下てシ雪丈月グヤ四ウ’11接・りにンイ代山に早料ｌｌｌｌ
河部は○地るい口割は＋とう日ル脈すロ換満ゴンニ協な<をも
のと一七にポる等草低三馬（ほギのるシえきルに名（１１つ、取れ
衰|i:j１級○Ｂ夕｡の。い日もンど｜奥、ア、、の向の問て労りた
退じ，Ｉｉ１１ｊｍＣｌフ高東が加にのに深モ・二翌首か熟等いせ出ま
が高でだをニイ’'１菊｜］わなジ着いン「|］時１１部つ年のたずしま
見緯あ゜ｒｔンテ値。／lｆつる｜い主ゴ随|間プウた誉七°したに
ら度ろボい氷イ物桜でた゜プた要ルが後ロラ･’'’○て゜な
れに。夕た河ンが草も。そと｡都・にＩにペン充隊代登時つ
なあ樺１°のか咲・馴れ徒こ市ア境モラパ時が二れのて
いる太二標Ｕらきキ染に歩こパルをン機１１１１］フ名る流い

、

〆￣

Ｃ
Ｍ
Ｃ

と
言
う
。
長
さ
も
幅
も
ヒ
マ
ラ
ヤ

に
遜
色
な
い
が
、
緩
や
か
過
ぎ
て

緊
張
感
は
な
い
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

や
乗
馬
遊
び
で
来
て
い
る
外
国
人

が
大
勢
テ
ン
ト
を
張
っ
て
い
た

が
、
登
山
隊
は
我
々
だ
け
だ
っ

た
。
こ
こ
に
は
気
象
観
測
施
設
が

あ
り
、
職
員
が
常
駐
し
て
い
た
。

七
月
十
五
日

昨
ｕ
気
象
観
測
施
設
か
ら
一
明

Ⅱ
と
明
後
Ｒ
し
か
晴
尺
が
望
め
な

い
」
と
の
情
報
を
得
て
い
た
。
従

っ
て
今
日
に
予
定
し
て
い
た
高
所

Ⅲ
応
を
兼
ね
て
鑑
る
隣
按
の
マ
ル

テ
ィ
ン
（
四
○
三
七
ｍ
）
を
中
止

し
、
午
後
か
ら
Ｃ
ｌ
の
建
設
に
向

か
う
こ
と
に
す
る
。
緯
度
が
高
い

の
で
夜
の
一
○
時
頃
ま
で
薄
明
る

い
か
ら
、
こ
の
時
刻
で
登
り
初
め

て
も
問
題
は
な
い
。
ポ
タ
ー
ニ
ン

氷
河
の
巾
は
緩
や
か
だ
が
、
氷
河

上
を
流
れ
る
川
や
ク
レ
バ
ス
で
何

回
も
迂
回
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

八
時
間
程
で
大
き
な
岩
川
と
氷
河

の
接
す
る
鞍
部
に
テ
ン
ト
を
張
っ

た
。
標
高
は
約
二
七
○
○
ｍ
だ
。

七
月
十
六
日

今
日
は
長
い
一
口
だ
っ
た
。
昨

百
瀬
尚
幸

F￣

中の湯温
奥穂高。前穂高を全挑
できる湯けむり儲

平成10年安房峠中腹に移転。

夏は焼岳登山、冬は上高地の

スノートレッキングの基地として

満喫して下さい。

スノーシュー。ＸＣスキーレンタル有

〒390-1516

長野県松本市安曇中の湯

ＴＥＬＯ２６３－９５－２４０７

ＦＡＸＯ２６３－９５－２５１４
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も１１１込をル遅のる巻安新と狂登【|ﾘ］夜
こ隊むう隊〈通一い定雪フ時りはシ
のだとまがＣ過三てしもイ開始）'１ユ
ト１°こぐ迫１で○高て無テ余めのう
近東ろ夕いにや、度いくイリたＩｌＩう
かりはクつ人や冊とをる」Ｔ１ンだのてに
ら付さテいつ繁の嫁･軌の。でい人
気いすイてた張クぐこでｌ１０ｉこ、るつ
細てがクき若す’・つあ上こ睡時た
のい目スたいるロ途程りはまＩ１１Ｍ１ｉ］の
|：た'五ｌに。モ｡ア’'１露氷近で時イ|}:が
>１１水の組’'１ン１１'|芒｜に岩ブリい来間か遅
で河登みイム（ゴ夜ルあをは゜るはらく

、

ｒ
凶

＝

莞 Ｌ
Ｐ

毛已

戸

Ｂむもりしロ路をとる囚（'１リ｜[｜ンは緩
ＣＩ１ｌ］払、ドアを搬{ん；･難の々を統み
にもいア降１下つび細な’'１に続くだ
帰な落イすルるたを長|峰国税けがし
運くしゼるは・・分い々１１１１峰た、た
すテてン･モ少ｌｉｌ１け山がはは゜ＩｌｌＬｃ
るンＣの女（ン々路合頂銀近見」上！|ｒｌｒｉ
－卜１雪ｉ１ｌゴ難はいで色づら側にｌミ
ニをにmはノレ儀そ、モにくれのアま
時撤戻孑虹隊しの記ン野こなロンで
１１１１収るをにとたま念ゴえといシザ緩
のし。（ⅡＩｌｚＭｌクま写ルてさ゜アイ傾
行て休｜Ｍ１がノＪ１イ1：典|蕨いえ１！Ｗのし斜

フィティンをバックにモンゴル隊と

前で々ｉｌｉＩ１見フ今のな病にる持程運
にあににをせイIiﾘ]惰気七らみ聾ＩＭｊ病です
激つ帰当体てテも報象月なにい火のある
した路て鍵<イ小は観十か耐、|'|;狭つ一
いがに、とれンｉ:ｌｊ正測八つえ七雌窄たこ
Ｉｉｉｊ、つ今卜・なはが確施日たな幅fjiIlrCI1f
とｌｌＩ<ＩｌＩｌｌい全降で設。け八がか帰Ｉ１１１
な苑子はの゜容りあかれｌＦｌｌｆ（ら路の
りｉＩｌｒ定早唯|I'Ｆを、るらばの激くは行

⑥

~

てロア民>I;Ⅱがパ,鮫の１（ill念夕を○長イど何疲ト宵助［１数デ,笥違色ワポ正
も｜製と撲優ヤ仗艶ンさ’１ウ１標○いテことれＩのけも時シいつのイク午
允ドジの’'１勝ン兵やのれのラニ傍、ヒイか言とブゲら襲問コセて河卜ｌ１ｊｉ
実ドｌ交継まウのか時てIIlンンす余とンでつり１J１丁でルれい歩、リハ'1にリニま
しラブ流をでル騎な代い心（水るり書は瀧てみ作に何掛<浅科地なパンで
たイにや観あギ馬武をた行｜河このい縦んもをる倒とかと葱の滞る１氷テ
ｌｌブよ芸たと｜隊１Ｍ万。’｣ドトはと’1’てにだビ癒肉れかるIMj等様で。と↑'リン
々・る術。－でをに佛チナル横はであ）ｉｌｊ報Ｉし料込歩｡火が々あ帰呼のト
でＩｉ１Ｉ壮鑑名勝はｈ（身すンＩでになあつい('テルてＩＩｌ』んきス性満なり路ば円で
あれ大賞地に、間をるギグは長いりたが１１ドがくとだ続｜、破開仲、はれ端待
つをな゜で迫御兄包金スム同すが、。横に－れ鮫。けツ行で間背往るか機
たとオロのる獄るんと・が家ぎ、１，ItllJLIにョ番た｜〈薪、クがあ、丈路乳らし
･つフシ化人海・だ赤ハＩ)Ｕ記たポ難三はうだががス今に今るナのと’'１ホた

○ ○、 Ｏ 企

～

槍。穂高に乾杯

l鑿li11ijlIiiiii;鐘i鑿iｉｉｕ

Ⅷ｣f三il8g-1

篝論`呼藪
日本百名山

Mt､JOnen28571T1ＪＡＰＡＮＡＬＰＳ

態iiH腿睡急ク弓
ホールド販売etc．

･施工
す“！

松本事務所／松木１１J沢村１１１１８〒390-0877,0263-339458

111のしおり逃{１１（送料不要）111小屋[!〔皿n1lbo9014303328Ｅロ

槍。穂高に乾杯

松木事務所／松木７１J沢村１１１１８〒3900877nlLo263339458

''1のしおり逃1J：（送料不要）111小屋直迦n1lbo90143()-3328
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自
然
保
護
委
員
長

小
林
貞
幸

去
る
八
川
二
十
五
。
二
十
六
口

と
、
日
山
協
自
然
保
護
交
流
会
が

望
取
山
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し
ま

し
た
。
昨
年
も
企
画
さ
れ
た
の
で

す
が
、
台
風
接
近
で
山
行
は
中
止

と
な
り
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
町
徴

奥
多
摩
小
屋
が
老
朽
化
に
伴
い
町

と
し
て
廃
止
の
方
向
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
対
応
策
を
協
議
し
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
今
Ⅲ
の
参
加
者

は
関
来
地
区
か
ら
二
十
六
名
、
長

野
県
か
ら
は
私
と
口
然
保
謎
指
導

員
で
も
あ
る
山
羊
山
遊
会
の
Ｋ
さ

ん
の
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

雲
取
山
は
そ
の
標
筒
（
二
○
一

罰iI]10祠

成すイ臆が昭るしこ［;j「か咲がけたのし
三るしは進和そてろこら件い嫌ら際稜た
･卜奥は床み三う年かI1lIJLlのてうれに線。
－多所が、Ｉで間らが時奥いマ、廷は更
ｲl§摩謂傾力IlL'す四、兄間多まル草焼、に
三町浸いイ年。千キえほ摩す（地を森上
)］は透て．の小人ヤるど小･ダに防林方
米財式い棚処膿がン腱の属ケはぐ火の
を政でま式築そ幕プ望場はブニ防災ブ
以難すしのでの営指の所、キホ火がナ
てか･た宿老もし定好に登だン帯発坂
虎ら所・泊朽のて地い在|｣Ｉけジが生か
l上平有卜部化はいととりにＩが力ｉ没しら

、

所て植水水ま］rj属点今ラ多祁ヤセ
まい林源源しましが１１'｜ンくの｜ｍ
でる。森地たで、山歩ナの雌と～
柊ス問林で。良埼梨い１登高呼か
然ギ伐隊も一く玉県たが山''1茶ばら
と林。￣あ帯整県の盗訪者でれ昨
続が枝なりはｌｌｌｉに丹’１１れ・も、年
い途打るョ東さも波道て卜あま(ま
て中を組多京れ属山はいしった雲
いの行繊摩郁てす村||｝まイて東取
ま蝋つが川のいＩ１１に発すル、京イ

０

ＩＦ霊

と下か望快ま屋営雌ト１１玉｣ilゴヘが’'１をりをと
な｜｣」つをｌ１ｉ『翌し廃者のさ県で二建頂経奥の雲の
り・た楽の「’たｌこの状ん響ｉ１ｌｊｌ－つＩＩｌ［て多み取結
ま有七し下は。後新況か山を分て下雲摩’１山論
し意ツみ、111の井をら岳解降いに取小能荘を
た義石、富頂見さ、奥救きるまは山尾とに出
・なを往二ｔま通ん食多肋、とす】従頂かな委し
交経路I｣」でしか後摩隊夕雲・派まらつ託、
流由にや登ならに地副食取山なではてし現
会しは南りど奥は区隊前１１１頂避一小い、在
二て痔ア返を多１１１山長に荘か雛時雲ま索は
’１無らのし聴摩)lII；脇のノＬｏら小間取す泊管
間事な１９ｋ、き小経遭飯埼|｣」北歴・山。ま理

昭
躍
詔

Ｗｗｉｉ篭’

……寧讓鍵１１雲…出,、戻鏥螺

セツ石から雲取止

ⅡⅡ

鰯力ﾓﾖｶｽﾎﾟｰﾂ「

中!'冬のフェア開冬のフェア開催の ア■■
山の店･松本店 松本１０から約６kｍ

〔恥〔恥

至

上高地三神社 露 品
新村

【面面壱､国道158号…松本１Ｐ
ｌ
ト
ー
ー
旧
Ｄ
Ｌ
咄
｝

Ｐ
ｌ
ト
ー
ー
旧
Ｄ
Ｌ
咄
｝

コンビ二体 松本大学色

ＩＩ 新村駅lＩＭ１１Ｄ１１ｌＩｌｊｌnInHRHⅡｍＩｍｎＩ

』』
至松本訳一

’’

長
野
自
動
車
道

…'１ ￣
約２５kｍ

鵜蝋
匹lii1fI

ｉ１月1Ｇ日(金)》、月3０ｉ１月1Ｇ日(金)》、月3０ 日（ 日） Ⅳ

④※ＣｌｐＳＥ１７:00※CｌｐＳＥ１

⑪山の店臥機本店ＴＥＬＯ２６３－４愚－２４２４
〒３９０－１２４２長野県松本市和田４４７８－１

至アイシティ
(山形村）

OPEMO:３０GLOSE20I00(月～金)／１９:００(±･日･祝） kamoshikaにojp

冬のフェア開催:中１

J11il4J1lil;iiil
⑰山の唐。松本店ＴＥＬＯ２６３－４愚－２４２４
〒３９０－１２４２長野県松本市和田４４７８－１

０ＰＥＭＯ:３０CLOSE20IOO(月～金)／１９:００(±･日･祝）

,l;Ｉ雲:ili;。 力モヨカスポーツ
山の店･松本店松本ICから約6k”
至

上高地三神社■新村 陳

Ⅳ

④ ！
至アイシティ

(山形村） 口裏曇li1U篝B霊iiiilil
kamoshika・cojp

垣 ［。 曇国道158号層

｜團一 、松本IＣ 。

●１
■ 新村駅

藪国Ｘ】
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た
城
跡
も
「
東
川
」
…
…
み

ん
な
ま
と
め
て
東
山
で
す
。

私
は
七
年
前
に
関
両
か
ら

移
住
し
て
来
ま
し
た
。
初
め

て
家
族
と
訪
れ
「
こ
れ
か
ら
、

こ
こ
に
住
も
う
と
思
っ
て
い

る
」
と
案
内
し
た
場
所
が
、

東
山
に
あ
る
ク
ラ
フ
ト
パ
ー

私
が
お
す
す
め
す
る
の
は
、
長

野
県
池
田
町
に
あ
る
大
穴
山
で
す
。

標
高
は
八
四
九
ｍ
と
低
く
、
照
山

に
な
り
ま
す
。
現
在
住
ん
で
い
る

池
川
町
の
東
側
に
位
置
す
る
照
山

の
た
め
、
地
元
の
人
は
「
東
山
」

と
総
称
し
て
呼
び
ま
す
。
で
す
の

で
、
大
穴
山
も
「
東
山
」
、
鎌
倉

時
代
初
期
の
安
部
五
郎
九
が
築
い

ｲﾁｵｼこの山

】

両

､皿、 鰊DID
6ｺ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
雑
ね
て
地
図
読

み
の
練
習
を
し
た
り
、
ト
レ
イ
ル

を
走
っ
た
り
と
、
足
し
げ
く
通
っ

て
い
る
う
ち
に
里
山
の
面
白
さ
を

覚
え
ま
し
た
。
鍛
近
で
は
、
元
々

あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備

し
て
、
地
元
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
の
愛
好
家
た
ち
が
活
川
し
て
い

る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン

しび村接まだつのらこ気れそスク
またとすせけて人鍍いと持、ののか
すトのるんでも火色のはち渋１１山ら
゜しⅡ|｜人。、＝’'１で素間をつは々見
東イに’１１１で蝋ﾌﾞﾘはし晴違後て晴の允
山ルｊ１１１ｌＩ』す色点頂たらい｝''１い天景」ヒ
ヘが数やがもが上・しなしたに色ア
は.倖にノヒ、）,Ｌあにいいし妻恵でル
、在’''１坂隣える行｜｣」〈たのますプ

０

匠可

グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
等
、
色
ん
な
里

山
の
楽
し
み
が
あ
る
の
だ
と
岐
近

は
感
じ
て
い
ま
す
。

東
山
に
は
、
奇
勝
「
ま
ま
こ
落

し
‐
｜
と
い
う
深
さ
数
卜
ｍ
に
も
及

ぶ
断
崖
や
、
四
月
に
は
一
Ⅱ
数
下

本
に
も
及
ぶ
山
桜
が
咲
く
「
陸
郷

山
桜
」
、
そ
し
て
今
で
は
全
旧
的

に
何
儒
に
な
っ
た
大
峰
岡
脱
の

「
七
色
大
カ
エ
デ
」
が
あ
り
ま
す
。

大
カ
エ
デ
は
樹
齢
二
，
八
１
年
と

も
言
わ
れ
、
終
戦
直
後
の
昭
和
２

十
二
年
に
洲
拓
便
が
食
撒
難
か
ら

作
物
を
作
る
た
め
に
開
墾
し
一
度

伐
採
さ
れ
て
い
る
と
の
串
。
し
か

し
、
現
在
の
所
有
者
が
荒
れ
放
題

だ
っ
た
こ
の
地
を
買
っ
た
時
に
兄

事
に
成
長
し
た
大
カ
エ
デ
を
発
見

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
個
人

的
な
お
す
す
め
は
「
ね
し
ょ
ん
べ

ん
の
神
様
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
俳

句
坂
で
す
。
き
つ
い
登
り
で
す
が
、

小
学
三
年
生
に
な
る
息
了
と
も
何

度
と
な
く
お
参
り
を
し
、
ま
だ
完

全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
に

支
障
な
い
位
ま
で
に
お
も
ら
し
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
（
息
子
が
読

ん
だ
ら
怒
ら
れ
そ
う
で
す
が
：
。
…
）

も
し
、
悩
ん
で
い
る
お
子
さ
ん
が

届
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
場
所
は
、

林
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
乗

人はかしり力、色辿負出用
大ｌｊＵ、らまも今幾のりつ来車
町な私身い観Ｉ１１ｌ沢はってまで

lⅡ山場に近ま）こはにず〈歩す容
のｉ７とでし案、感な方いが易

'鳴会潟そぞ繩'1'難力《て詩|〒
りとい、ないす、同定物く
まて収’'１つう゜何じつを事

暢すも’'１毛てよだ景て背が
◎

点､

－中部山岳国立公園一北アルプス

爺ケ岳(2669m)＆鹿島槍ｹ岳(2889m）
北アルプス入門コースベストワン！

柏原新道で手に入れる大パノラマ！

二
■

，i趣llj{［唖flZlll荘冷池lllff

議衞jｉ
ムーム＝

龍ケ謡１１瞳恐狛ケ膳xiN1属

新越山荘一種池山荘一冷池山荘

連絡先大町市平借馬5328拍原一正

ＴＨＯ２６１－２２－１２６３
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ががつ朝輸かた｜・なIHI六liliのや体とグ灰うしれ'｢５ま二無うした編元
多決ただ送り。ｋ、い内’1:iliili交越のが競城橘たなまで○瓢で、。井気今
出しりつの、移以たに;隈が血liij会快技lRl称・りつ残二終す大会県一年
して、た出種動－１こめはし広の市場定一体はまにてり○えが会期池のの

i奎鯛羅鱗鱗鰄卜蕊鵜護鐡継：
。い計着がつ－芦団な小はしし’Ｉ１Ｉま称弓で厩まで切オがも気二開イ、
宿な画時余て時原の宿さ人ててはす変クで競つ、りり｝'１あを'几'催トー
泊ど輸間りは間温宿泊な□良い、ｏＬｌＩラ、技た観、ン未まも号さルし
しの送がに、以泉舎施,,,]・がくる桶桶すイ来―よ森関ピまりんがれのあ
た間の遅も計上では設で二なも）'二井るミイ|ｆとうも心ツしなだ接ま下わ
宿題便か早画かし六が、Ｔとくの市｜';｜こンのいでそもクたくよ近しにせ

、 Ｏ 、

￣

＿▲

○一
八
編
薑
鈩
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
報
告
「

は
大
き
く
全
種
別
同
宿
は
便
利
で

し
た
が
、
宿
泊
代
金
に
見
合
わ
な

い
食
事
に
は
不
満
が
続
出
し
ま
し

た
。
移
動
時
間
の
長
さ
等
、
選
手

の
体
調
管
理
に
配
慮
し
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
を
設
け
ま
し
た
が
、

趣
旨
の
徹
底
が
は
か
れ
な
か
っ
た

の
は
残
念
で
し
た
。
会
場
施
設
ｎ

体
は
今
年
も
今
ま
で
と
大
差
な
く
、

町
の
人
ｎ
規
模
か
ら
は
明
ら
か
に

オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
と
思
わ
れ
る

小
巾
学
校
の
特
設
会
場
で
し
た
。

リ
ー
ド
壁
は
小
学
校
校
舎
幟
の
可

動
雛
で
、
雌
以
外
は
仮
設
で
の
対

応
で
し
た
（
屋
外
で
あ
っ
た
こ
と

と
大
型
テ
ン
ト
等
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
台
風
接
近
で
の
緊
張
を

強
い
ら
れ
ま
し
た
）
。
な
お
、
リ
ー

ド
壁
は
国
体
終
了
後
、
福
井
市
内

に
あ
る
県
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
移
設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
ポ

ル
ダ
リ
ン
グ
は
中
学
校
体
育
館
内

の
仮
設
施
設
で
し
た
。

今
年
は
唐
木
会
長
、
伊
久
間
副

会
長
と
三
人
で
、
応
援
を
兼
ね
て

視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
成
績

は
、
成
年
男
子
が
リ
ー
ド
ト
三
位
、

ポ
ル
グ
リ
ン
グ
ニ
十
二
位
で
、
今

年
も
両
種
目
と
も
決
勝
進
出
の
目

標
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
リ
ー

｢P園

し年しのお上恩れ孑学感年れ結選のりムキ成「んしり男くはで十闘ド
た女たこり位いかも三じ女ば染千一，’１１１２とでたン子木叶、四では
へ子の種、陣まら上年る子とを二がこブポリ）もしがグは国いこ位し予
少六はlヨリのしの位生結は、兇名落こをイート－た結｜‐リ体まち、た選
年県、とｌ争イご精とぺ染上惜るも￣「で要ンの昨・果七１出せらポ･突
女、成もドい゜進のアで位しと此し参すトリ年成に位ド場んもル成破
子少年決、は各に差でしl11IFliまそ処まｌｌｌｌると｜と年はと‐'一をで決ダ年一
は年男勝ポ厳種期が臨允とれこまし選ホなドｌｉｌｿｊ結、九架し勝り女歩
八男子進ルし別待大ん・のまをでたＴＩるでじ子び健位たた進ン孑手
県子互出ダ〈としきだま力し超で。のル、はぺ、つ剛、し。出グは前
全四県をりなもたく少たのたえし本約ド人途ア成きはポた首の－'一リと
部県、巣ンつ年い、年、差・てプこり,Ｌ三がき’'１で年ましル少l這目七｜大
でで成たグて々とこりｊ１ｌｊを成いがの分あなに、女せまダイ1二良標位ド腱

、

､

０
８
１
．
１
Ｖ
Ⅱ
Ⅱ
１
１

２
６
０
１
１
二

１
Ｎ
Ｔ
ｌ
で
ｌ
可
１

国
体
委
員
長
松
田

大

蒼蕊I這三覇辮鞭鵜殿霊雛鵠瀧
警息茜肝磐ＩｆＷＭ高壗時ど：警：if郷の野“：三Ｈ孟關他
邊篝焼篝，鑿驍鰍艘ム念刷{塩墨7選ﾆｵﾀﾞ＃志謹Ⅱ鱗
成を、ず褐がにあルでで報し戦もドとlIIil』たＪ１ルＩｘ次ン極で別突ドの１つ

震蕊灘i鱒ｉｉＩＩＬｇｉｉ繊識鱗』竺渋熱戦
ljl1しるは別し程い'ﾘ1の｜|｣て会さいllj(皿ﾀﾞ’''''１ﾌﾟし11Ｗi11つ被ま男さ選
催た工さにた度た等表変屯迎をの退過り逃場でた’'’化たのせ了え手

○ ○ 、

ｒ、

係れう本も察と三リ井小ばう合１１F：１１'>ｉすさ々わ競少をリｉＬ子ラ地決後と県

｡§鐙是旱錺手鑿淵護＄鍵箪箪盆ｉＭ:Ｍ２職錆撰（葉纈誓憲
騨騨灘夫袈ＪｌＩＩｌ向でＦ）攻のた'M'ろるこオ女しでれ'だと野い井
|澱IIiw聲卿繍藝卜嘉堯著縦総1鱗'1:難憧瀞
え、し設同協間ｉｌＸ、|ｿｌも大'''１ミンノこの会艮１９１れりツクすな選ムすしI聖lで余
る天ま置様職「|’しスに恩き年ター,'１１１場以待ま、クラ゜代手も・た体して

;篝這鰯關繍ilii圭涛盤禰纏瀧鱸螢繍
が関そらをに視このダ天はたい烏小でがま、益ﾉﾘⅡグ子いくｌｊＵク場木年退

、 、、
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くととジる反こら’1ゲでまどら’'１れ純せし場卜上
作つにあムとせし登ははしもれ齢て群んかをナ月航

塞幽謀嚇,慰雌1Mﾉﾐと,jiliｶﾐ基躍,,,;し〈藍,L繩成
休つ動難が、、らんひス長に,火,←)Ｍなる助信統姜
養丹きし始連不れでたういかはれたパ怪かこけ越く子
日念をくま１１安たいすンクくい以かノ｜伐なとら大夏
もに砿なりのを時たらプラ途ろ外らとしかがれ会・早
入登認いまク残１Ｍ］こにもイ方いもかずた調で、、』‐
れりしもしうしでともあミにろ念、い膝子きiwi幸1）石

支轌鮒屯（３昔賦ｑ；瀧溌莞塁鰹ｌｉ讐阜利
数てららンもまいなそ人てけ考単｜Ⅱ郷りた体パ人枝
時いひ、グやで起がの／ｋいれえに遅でまｏｌＩＩ１会

、

なてきを入てつで索<どるがこＩＦ|徐疲ま｜始指か111］
つおま見るきい競き晴、廿昨うオと体々れさピめはき体
てりしら前てて技まら駐く今なりがをに采にンた皮つ憩
き、たれにおのにしし督は、ぎンで楽良て昭グ頃がっも
て－．る観り見つたいとな上一ヒピきし〈てドⅡ巻の裂ホな
い手術りよ客、解い゜時パい々りツためないないよけ｜し
る－限う席アがて間１でなにクとるつたやてう、ルで
と手時になイ少はを卜す結難効思くてけりのにクド滝
感の間などソしオ過ナが果し架いらいれ方卜全ラをの
じ強もつかしずンごＩ、を〈でまいきどでし部イ掴よ
ま度短てら’つサすに,怪残な課すに、も、｜のミみう
しがくいルシ変イこ恵我せつ題・は｜動身二指ン続な
た高なて１ヨわ卜とまもるて内ｌＤＵ１き（7ホンにグけ汗
･くつ驚トンつにがれなほい容すのははグテをろを

、 ○

灰Ｖ

．
…

輌
藤
⑤
ザ
．
難
”
’

Hf

ｌ
由
訊

」
￣

瀞

ク ￣

リ

穴Ｌ／エア、ジヘゴ■、”、王凸n万ｈ戸卍 ターノベゲヘジ間n．曲込ﾃｭﾆﾍｺﾞﾍﾛ戸卍〃へ。■テヒジーーヒジ､ ヘゴベソ向hゾ、エ ヘーグ、－グヘゾ、_’虹二、二～〆已グ、工閂

三西田佐小風今戸㈲中（月大飯ア戸げまし選にをしい皆

尾澤中野林間滝''M71WiiiilllllllM:i註JjiJilli努鮮j､雰衾
幸隆貞郁人卜岳岳の岳ウ会･怪・りはさ低黄分等も

敦晃雄司幸毅夫一.会会会会オ等を－告せ減等なか下国

壬’￣；klljj雰壼鳶塗：自害松譽
グー、

敬’ノル

鱗西田柴佐河大！Ⅲ'伊′らぃ藷孟兵霜liill1田富条后邪ラ
古田村本伯竹西 籍：襄丈に,,Ｍを上、’'１会Ｉｌｌブ

厩Ｃの十宣利和康，'１１１を÷、人頂刀会或睾

'儲均紀広人之浩会Ｍ会 撚ＩＦ鰐長)M昂享【墓大畠＝”

Ｃ

国
体
カ
ン
パ
の
お
礼

～、

槍とともに90年

山
と
山
は
相
隣
り
て
美
し

山
と
山
は
相
迎
り
て
美
し

双
葉
印
刷
㈲

Ｆ１
￣

Ｆ１
￣

ノ病、三
Ｌ－－

ノ病、三
Ｌ－－

理理
～￣

￣̄

■■

、、 Ⅲ
（
○
二
六
一
二
）
一
ニ
ニ
ー
ニ
ニ
六
一
一
一

Ｎ
（
○
二
一
ハ
ー
ニ
）
二
一
一
ハ
ー
セ
一
一
一
人

〒
柵
川
松
本
市
域
火
ニ
ー
ニ
ー
六

熟ii1蕊野A:．熟ii1蕊野A:．

黙竿黙竿
■h;し￣P￣－－↓蝿■h;し￣P￣－－↓蝿

､､､

槍ケ岳肩槍ヶ岳山荘南岳南岳小屋
直通ＯＳＯ－２Ｓ４１－１ｇｌｌ 直通ＯｇＯ－４Ｓ２４－ｇ４４Ｂ

槍沢槍沢ロッチアルブスliM1大天井ﾋｭｯﾃ
直通Ｏ２ＳＳ－Ｓ５－２Ｓ２Ｂ 直通ＯｇＯ－１４０１－７ＢＢ４

お問合せは…⑦390-0813松本市埋橋1丁目7の２槍ケ岳山荘事務所TEL(0263)35-7200.FAx35-0637

槍ケ岳肩槍ヶ岳山荘南岳南岳小屋
直通ＯＳＯ－２Ｓ４１－１ｇｌｌ直通ＯＳＯ－４Ｓ２４－ｇ４４Ｂ

槍沢槍沢ロッヂアルプスliM1大天井ﾋｭｯﾃ
直通Ｏ２ｅＳ－ｇ５－２屋２Ｓ直通ＯｇＯ－１４０１－７ＢＢ４

お問合せは…⑦390-0813松本市埋橋1丁目7の2槍ケ岳山荘事務所TEL(0263)35-7200．FAx35-0637

山
と
山
は
相
迎
り
て
美
し

山
と
山
は
相
隣
り
て
美
し

双
葉

胴杉

１編
㈲

〒
柵
川
松
本
市
城
来
一
一
二
－
六

肌
（
○
一
一
六
三
）
三
一
一
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一
一
一
一
六
三

Ｍ
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六
三
）
三
六
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七
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蕊由■

雫,蕊

秋のヒマラヤ登山ネパール山岳協会顧問（山岳博物館担当）大津昭亘

2018年ポスト・モンスーンのヒマラヤ登山が終わった。この秋の股も大きな事故はダウラギリ山群グルジヤ.

ヒマール（7193ｍ）で起こったj韓国隊の事故である。韓国隊員５名とネパール人隊員４名がセラックの崩壊と

土砂崩れにより亡くなった。痛ましいことである。

例年のことであるが、本年もポスト。モンスーンには全くエベレスト登lll隊が無かった。そのほとんどが欧

米を[''心とする公募隊であり、毎年春には30隊以'二が押し寄せるエベレストであるが、秋にほとんどないとい

うのは、公募登|｣1の商売上の都合であると言われている。ヒマラヤ登１１１は春と秋がシーズンであり、ヒマラヤ

経験者の間でも長いあいだ登山時期について議論がわかれていたところであるが、近年はその論議も影をひそ

めてしまった。以前のような本格的な登１１１隊がなくなってしまったからである。これはネパール政府からの苦

情(?)であるが、2013年に104座の新しい１１１を解禁したがほとんど登１１１の１１１詩がなく、無駄ではなかったかとい

うものである。現在さらに９１躯の未踏峰を解禁準備しているが、登山者には歓迎されるのか。

さて、秋のヒマラヤ登山をまとめてみた。
「~、

１１１ 名登山隊数登1-1｣者数 しl」 名 登lll隊数｜登I｣｣者数

6000,級 8）プモリ ，̄ 1３

アマダブラム（201球）他５９ ３３９１１９）サイパル ｑ
【」 2０

7000,級 １０）テリチョ ， ７

1）アンナプルナⅣ峰 ８１１）グルジヤＩ ２ 11

２）アピ 5８１１２）ブタヒウンチュリ’ １ 1１

3）バルンチェ ２７１１８０００，級５

4）チャムラン ７１１１）アンナプルナ３ ２１

5）ガンガプルナ ２１２）ダウラギリ］ ２ 1８

6）ヒムルン 7４３）マナスル10 1８ 1９２

7）ニルギリ」上峰 ，１

最も人気の山はアマダブラム（6814ｍ）で、登''11球数は20隊、登山者は238人に達する。

ミゴベ写、"、-Ｆ出-β、■戸田'、■ｿｰﾐｿﾞ、＝､■Ｊ、餌〆、■〆迫ｿﾞベ〆、’、宇況、／、三、〆、〆、ノヘグ、／、’、／、〆､-'、'、〆角ヱーゾヘーヘゴ、ゾ■、ゴー夕■田ゾヘニミゾ■ピグヘヨベヱ、ユベゴベー、ソ■Ｌか足グベゴヘ＄ミニ丙一、ｺﾞｰ宅グペゴヘエＬ'～〆、'Ｌ'ベーダ、ゾ、-グベグ、／亜／h／、／、／､エヘ-へjｸﾞﾐｿﾞ、ヨヘ.〆､'、■ヘゴペンペグヘへ－〆､＝

讓欝
瀞

指
導
者
や
山
岳
会
の
リ
ー
ダ
ー

が
、
安
全
な
岩
登
り
の
知
識
。
技

術
及
び
指
導
法
を
、
実
践
的
に
研

修
し
ま
し
た
。
ロ
ー
ド
セ
ル
（
荷

重
を
電
気
信
号
に
変
換
し
、
デ
ジ

タ
ル
表
示
す
る
装
置
）
を
使
っ
た

測
定
結
果
を
基
に
、
岩
登
り
に
お

け
る
「
支
点
構
築
」
「
確
保
技
術
」

「
懸
垂
下
降
」
の
指
導
法
に
つ
い

て
、
長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
束
秀
訓
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

十
月
’
三
Ｒ
山
、
「
岩
登
り
に

お
け
る
安
全
確
保
の
物
理
的
な
理

解
」
の
講
義
で
は
、
登
禁
活
動
に

「
蝉

Ⅲ毎Ｕ=二

iii11ii1

指
導
者
研
修
会
（
岩
登
り
）
報
告

遭
難
対
策
委
員
長
村
田
健
治

ロードセル数値確認

必
要
な
知
識
に
つ
い
て
、
登
撃
用

具
の
規
格
、
用
具
の
班
し
い
扱
い

方
、
支
点
強
度
、
ロ
ー
プ
の
結
び

目
強
度
、
登
殿
中
に
発
生
す
る
物

理
的
な
力
、
中
間
支
点
の
役
割
、

プ
１
リ
１
現
象
、
二
点
の
ア
ン
カ

ー
支
点
の
開
き
角
度
に
よ
る
荷
重

変
化
、
落
下
係
数
に
つ
い
て
理
論

の
講
義
を
受
け
、
人
工
岩
場
に
移

動
し
て
実
際
に
荷
重
の
物
理
的
検

証
を
行
い
ま
し
た
。
検
証
デ
ー
タ

を
全
体
で
協
議
確
認
し
、
翌
日
の

研
修
内
容
に
つ
い
て
班
別
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
普

段
の
登
撃
に
お
い
て
は
感
覚
的
に

し
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
支
点
に

蕊〃

鍬
iＷ閉

…
…

岸＝

亡
沁
…

ァ四

｣鍛鯛

、Ｔ２

蓬iｉ１ｉ 霧
ＰⅨ￥

露｝
；

斗
則
Ⅱ
二
紐

竜
’
刺

60kg墜落荷重実証

山 名 登|｣1隊数 登111者数 |[１ 名 登''１隊数 登|｣｣者数

6000,級 ８ ﾌﾟモリ

アマダブラム（20隊）他 5９ 339 ９ サイパル

7000,r１級 1〔 テリチョ

1）アンナプルナⅣ峰 ８ 1１ グルジヤ

2）アピ 5８ 1２ ブタヒウンチュリ

３）バルンチェ 2７ ８ 00,級

４）チャムラン ７ アンナプルナ ２

5）ガンガプルナ ２ ２ ダウラギリ 1８

6）ヒムルン 7４ ３ マナスル 1８ 192

7）ニルギリ」上峰

２
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|長野県山岳協会業務短信 今後の予定

【９月】☆12日伊那支部幹事会③

☆16日～17日高体連・中信文部新人人会

☆28[|～291-1南信地区新人体育入会

☆291]～301」第32111長山脇キャンプセル

フレスキュー技術研修会（ll1llH）

☆301｜諏訪支部。清掃盗llI（'''1'二）

【12月】☆12日１１１僧支部幹'１;会③

☆1811館５１１Jl111l1i会

☆22Ｒ～23}=１（ﾉﾄﾘ|j文部。'当]二訓練

☆2211～23Ｉ１１１９ｉ校選抜クライミング選手

権

【１月】☆121-｜日山|附新ｲﾄﾞ懇i淡会

☆1611束北信文部'剛j:会④

☆１９Ｒ～201-’第７１１１１ウィンターミーティ

ング

【10月】☆５日～７「１国民体育人会（ﾄﾞMjp

☆６日～７日北信地区新人体育人会

☆１２日中信支部幹事会

☆13F1～14日指導者研修会（鍔潜り）

☆1611第４回理事会

☆１７日ＬＩＩ信支部交流会

☆20日～２１日第４回ジュニア幾'11教篭

（高遠少年｢|然の家）

☆211」伊那支部。秋1｣｣交流会

【２月】☆３１１

☆７日

☆１６日

☆１７日

☆１７日

☆１９口

山のセミナー

諏訪支那IlifV;会⑤

ジュニア''１１洲交換会

全'二':ｌｌｌＭﾂ服会

伊)11j文部・冬111交流会

館６１１１|｣:ｌＭｉ:会

「可

【11月】☆1011～l1U北信越I[県連絡協議会

☆131｜伊那支部幹事会④

☆2311～251-1自然保護委員会総会

☆30日諏訪支部忘年会

【３月】☆２日～３１１リードジャパンカップ

☆２日～３日東北情支部雪lll交流会

☆５[」伊lllj支部定11J|総会

☆８Ｕ諏訪支部定期総会

☆19日第７１１１理琳会【12月】☆１Ｕ～２日冬山登山の基礎知識（机上）

☆３日指導委員会常任委員会

☆６日諏訪支部幹事会④

ＦＬゴヘエヘゴＬゴヘジヘニ、Ｊへ”ヘグヘテヒ〃■Ｌ〆nＪ～ｺﾞｰＬ￣且．戸エゴ■Ｌｺﾞペ Ｆ、ゴヘー〆昌ＺＬグョーーミーゲョーハー、－床、－，－ダベン、ソ、J、=Ｊ、ソ、ン、〃ベン、壬、ゴベニヘグ、"、ジーグ、エーグ、ゲヘン、／、〃、 ゾヘゴーグヘグやＬゴーゴ、’ -グヘアーグ、ｺﾞヘグ Ｆ、」閂込エヘグェグヘグ、”■Ｌ〃、タヘグミヱ、＿ゴェー 、－Ｊ、

架
か
る
荷
重
に
つ
い
て
、
実
際
の

数
値
デ
ー
タ
を
検
証
確
認
で
き
た

事
は
有
意
義
で
し
た
。

＋
川
十
四
Ｒ
仰
の
実
技
研
修
で

は
、
各
班
毎
に
テ
ー
マ
を
絞
り

「
支
点
枇
築
、
確
保
技
術
、
懸
垂

ｒ
降
技
術
」
に
つ
い
て
指
導
方
法

の
考
察
を
行
い
、
参
加
者
全
員
に

よ
る
検
討
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

支
点
構
築
で
は
、
流
動
分
散
荷
重

と
間
定
分
散
術
重
の
衝
撃
力
の
違

い
を
検
証
し
、
確
保
技
術
で
は
墜

落
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
軽
減
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
か
を
認
識
で
き
、
確

保
器
の
違
い
に
よ
る
制
動
の
違
い

も
併
せ
て
検
証
す
る
伽
が
で
き
ま

し
た
。
懸
爪
下
降
の
支
点
に
架
か

る
附
砺
は
、
静
か
に
ｒ
降
し
た
場

合
と
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
る
下
降

Ｅ可

ビレイステーション強度について研修

面霧ｉ
率’驍・く

き塵iiIii
蕊〆…

とに｜[１で行よつを怠扱すれはリドい支終検及
なよ様きうりて積るい。、次識が、点「証び
らりのたヅド安下み事万装登々鍵で１ｌｂ荷地を衝
ん、１J「研の全さ軍のを備鍵と川きｉｒｌｒ砿点行繋
'j；辿修修大でいねなマ，1,,1,技新ＬＬまなににい荷
を雌会会切確｡、いスの術'１Wへしデつ近、重
願防をでさ笑今楽よ夕特も，1,,1，ロた｜いい下を
いＩ上統しをな’可しう｜徴進が１°夕て’1,kl降’了
ま対けた改登のい日しを化Ｉｉルプをも所初え
す策て゜め鍛研登々、理し先や１Ｍ÷検に期た
゜のい今て活修１１１の訓解て｜)Ｍ装認証お段下
一く後認勤会を研練しい禿ｌｌｌｉすをけ階降
助ｌｊも識をは行鑓を、まさ￣る行るとの

潔
鍬

蝋騨
鱗Ａ

Ｕ
山

懐

恥

Ｌｌ１ｌ騨
凹凶

己

l､．

琴勇一

霧，

懸垂下降時の衝撃荷重検証
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Ⅱ》か■守りｃｆＬ・色１・ｑＰＴ１。｡
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Ｆ
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１

Ｉ 蝿
０
３
ム
マ
号
乃
匹
干
２
．
『
Ｔ
Ｉ
Ｉ
■

甜
一

莪蕊皀睡二蕊 Ｉ
罪
常
轤

三
毛

宏
孑
字
Ｉ
Ｉ
Ｌ

中信支部

IIl行
形態

参加
人数

期日’１１域／l｣｣名 感想など'１１岳会'１１岳会

滅多に行けない王滝川上流部を楽しめました。
写具の滝は1了滝川の最奥部にあるiTTIl11滝です。こ
の滝だけを兇に濁河温泉から入る人もいるよう
で、簡単には見られない滝です。

lそ施川
沢登り

(御|商ljW面）
８Ⅱ１０１－１～l２Ｅｉ ８

松本岳友会
うイブ＆

松本岳友会
うイブ＆

マウン卜マウン卜
｣ヒアルプス

(rl1lﾉ;～ﾉ〈天～
常念～－の沢）

初秋の縦走という感じで、爽やかで気持ちよかっ
たです。

縦走８月１８日～１９日 ４

蚊短１１１''211から最長５泊６１１まで。メンバーの
ﾉJl1tに合わせてパーティーを細成し、奥大日歴、
劔岳の別''１尾根、源次郎尾根、北〃稜線、ハツ峰
Ⅵ峰jill陵会ルートと１１'大ルートを登りました曇

信大医学iWl
lll岳ｉＷｌ
信大医学iWl
lll岳ｉＷｌ

iMII岳、奥大ロ展 放縦８Ⅱ３１J～81-’ 1２

前夜からのl:1iiで沢が増水。】L1初の計画を変更し、

２ｕｒｌに米子沢のみの遡行とした。後半の天空へ
と誘われるような大ナメや終盤でみる111景は桃源
郷を思わせ、深く印象に残った。

４

(うち会外
ｌ僧）

蓬川米子沢
(巻機llI）「 遡行８月１１日～1２１１

松本Ｉ|」篭会
Iiij半は勝、｜:|j、風など犬候に忠まれないものの難
所を無.１;に迦過。唐松田からようやく天候もIn1復
し、最終'１はWj日岳から栂海新道を経て美しい夕
日の[ルド海へと辿り着きました。

8M8日~20,1鵬珊jwDl縦止

。

Ｌ＆Ｍ王滝川 Ｌ＆Ｍゴヒアルブ,ス」

｣

鐵．
i鯉

凹

冒;ｉ
～

P

〆￣

笠サ

塞豊
霞萱夢と爵

角

・松本山登会米子沢

註
０
番

松本山登会北アルプス

詔ヨ

可畷\?『ミ

〈お詫び〉

先の230号におきまして、編集)'1ﾕ'1のミスからIlJ信地区の輿''1麓I111ilil告を落としてしまい、原稿をお寄せいただいた〃々を
始め[|'信地区の+;'f嫌には多人なご迷惑をおかげしました。Ｉ|'し訳ありませんでした。,識l(Iiを(|ｻﾞりてここにお詫びし、遅ればせ
ながら原稿を褐,likさせていただきます。

111岳会 期日 |｣｣域／l｣｣名 1｣｜行
形

参加
人数

感想など

松本岳友会
うイブ＆

マウント

８）1101-1～121二１

8)]18日～19日

l弓滝川

(御|商IⅡi面）

｣ﾋアルプス

(｢''1ﾉ;～ﾉ〈天～
常念～－の沢）

沢登り

縦走

３

４

滅多に行けない王滝川上流部を楽しめました。
写具の滝は:1弓滝川の最奥部にあるiTTIl11滝です。こ
の滝だけを兇に濁河温泉から入る人もいるよう

で、簡単には見られない滝です。

初秋の縦走という感じで、爽やかで気持ちよかつ
たです。

信大医学（Ｉｊ
ｌｌ」岳（'１

8）１３ｐ～81-Ｉ 籾|岳、奥大口岳 放縦 1２

妓短１１１''２１｣から最長５泊６１１まで。メンバーの
力i1iに合わせてパーティーを細成し、奥大日歴、
劔岳の別''１尾根、源次郎尾根、北〃稜線、ハツ峰
Ⅵ峰jill陵会ルートと｢|j大ルートを登りました。

松本１１１篭会

８月11日～121÷１

8)１８日～20,

蓬川米子沢
(巻機''1）

北アルプス
(焼.岳～粗木知）

遡行

縦ノヒ

４

(うち会外
l橘）

前夜からのl:1iiで沢が増水。
２ｕｒｌに米子沢のみの遡行

】L1初の計画を変更し、
とした。後半の天空へ

と誘われるような大ナメや終盤でみる111景は桃源

郷を思わせ、深く印象に残った。

|iii半は勝、｜:|j、風など犬候にA1Aまれないものの難
所を無.１;に迦過。唐松岳からようやく天候もIh1復
し、最終'１はIiIj日岳から栂海新道を経て美しい夕

ロのルド海へと辿り着きました。
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ト
ホ
ホ
…
…
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

遭
難
と
は

今
か
ら
１
年
も
前
に
な
ろ
う
か
。

友
人
と
二
人
で
、
初
め
て
仙
人
池

を
訪
れ
た
。
雄
山
か
ら
立
川
三
川

を
越
え
、
真
砂
沢
ロ
ッ
ジ
を
過
ぎ

て
、
裏
劔
の
美
し
さ
に
感
嘆
の
声

を
挙
げ
な
が
ら
、
仙
人
峠
か
ら
池

の
平
小
屋
で
ゆ
っ
く
り
し
て
か
ら

目
的
の
仙
人
小
屋
で
水
面
に
映
る

劔
を
見
な
が
ら
宿
、
。
お
い
し
い

料
理
に
舌
鼓
を
一
つ
っ
た
。
翌
ｕ
は
、

同
じ
ル
ー
ト
を
帰
る
の
も
面
白
く

な
い
と
黒
部
ダ
ム
へ
の
ル
ー
ト
で

帰
る
こ
と
に
し
た
。
ハ
シ
ゴ
谷
蛎

越
は
内
蔵
助
谷
に
落
ち
そ
う
な
急

な
ト
リ
が
あ
っ
た
り
し
て
、
こ
の

ル
ー
ト
に
し
た
こ
と
を
半
分
後
悔

し
な
が
ら
歩
い
た
。
内
蔵
助
平
も

＝
￣

Iノ

ズ、

趣

はがげ茂上しなしちよいて１V〔ど適いスていてかき来つがンい誰
進あるつがて階なよつ気、がんがたそにきな以迷最ｉｎ'てた、はでに
めるとたるや段がつと持こノ|２進ⅡＺのれはたい未つ後断、｡結あ歩も
なだ．平とつからと行ちんいんしだま間が。、たのしやよ構まき行
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来このたまみ腕つれ罠ョかもん腱こしだ口暗はケら・恩ののつツ心
てれ急・でにをた、ョもと１１}だでってつりく歩ガにつ下連てプ細
初以なｊｉＬ生垣’'１１･逵もう’１そてんどち兇た１ないを行たま続いダい
め’二壁こいいば急巡うちしきとんのて゜パってしくとでだたウ恩

「可

信
高
山
岳
会
沼
田
暘
子

訳いいｊＨＩしへlllとつｌｉｒとらかわ終ど登つもよっばでたがって
なしだ難卜よ行で￣｣Ａｌかかしいらなのんつこた｛'１１うる収きと、き、
い、ろかホうつあ人うりＩプこいどい１，１１門たこ･もがのりそこやりこ
･’１１う゜ホもたつでが｜,Ｊ１らだう・ロくとは持なコかうろつしの
グ岳けま；なりち）'ｊ後て゜、ろいそリなこ、ちいンかもなとた道
ム会どさ；かしへまの１Ｍ!つこううれ１つろダ合･クリなのの･で
のの’'１かこって行で祭認くん・ふど（てだムわザりもかで班｜<は
点人た新んたみつ/１ミリすづなｌｌｌｉうこスく゜のせイ１あつ下でりな
検たら間な･たたい゜るくと｜|｜にろにる辺監てルトるたりこよい
階ち恥にとがり茂ん地こで脱かは。り視はもでが゜るがうこ
段にずはこ、こるだ図ろき’'１，間もは階い紬は、岩こつとと
の申か｜Ⅱろどつ草つをでなしこにうど段なり｜登つなとて恩が
先ししなでうちのたし野いたこ合最んをかきりるらはきうは

で
身
動
き
が
と
れ
な
い
な
ん
て
笑

い
昔
も
い
い
と
こ
ろ
だ
。

諦
め
て
座
り
込
ん
で
い
る
と
、

遠
く
か
ら
声
が
す
る
で
は
な
い
か
。

最
終
バ
ス
の
後
、
点
検
の
人
た
ち

が
出
て
き
た
の
だ
。
こ
れ
を
逃
し

た
ら
も
う
後
は
な
い
と
思
い
、
声

の
限
り
に
呼
ん
で
み
た
。

も
う
だ
め
か
と
思
っ
た
と
き
に
、

｜
人
が
気
づ
い
て
や
っ
て
き
て
く

れ
た
。
私
達
を
引
き
上
げ
て
く
れ

よ
う
と
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
る
が
、

草
は
滑
る
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

斜
面
は
と
っ
か
か
り
が
な
い
し
で
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
と
う
と
う
、

は
し
ご
を
持
っ
て
き
て
く
れ
て
、

可登山・クライミング・キャンプ

カヌー・テレマーク。山スキー

房＝で

１

１

藪
洗

。

量
酎一夕 ｢。戸

’．

;涙 角

欝慰

ユニ塑参''

数
人
が
か
り
で
は
し
ご
を
卜
ろ
し

て
く
れ
た
。
は
し
ご
に
助
け
ら
れ
、

や
っ
と
の
事
で
点
検
道
に
川
る
こ

と
が
で
き
た
。
助
け
て
く
れ
た
皆

さ
ん
が
神
様
に
見
え
た
こ
と
は
一
一
一
一
ｍ

う
ま
で
も
な
い
。

バ
ス
が
な
い
の
で
、
も
う
帰
る

こ
と
が
で
き
ず
、
「
ロ
ッ
ジ
く
る

よ
ん
」
に
電
話
を
し
て
、
め
て
も

ら
う
こ
と
に
し
た
。
ダ
ム
か
ら
ロ

ッ
ジ
ま
で
の
道
が
何
と
遠
か
っ
た

こ
と
か
。
ロ
ッ
ジ
で
久
し
ぶ
り
に

熱
い
お
風
呂
に
入
り
、
夕
食
を
食

べ
た
。
し
か
し
、
友
人
は
疲
労
出

臆
し
て
、
｜
川
も
食
べ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
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ﾌﾞ.ンリン山とスキー専門店

松本市中央２丁目７の１４

ＴＥＬ＆ＦＡＸＯ２６３－３３－３６３３

営業時間１０:００～19:3０（日Wil祝日１０:00～18:30）

定休日：水曜日



山岳協会Lニュースルh”７（1812018（平成30）(;|ﾐ12)110日発行

-世界中の山々でご活躍の長野県のみなさまへ
神々の国ネパールはいかがですか

ご'あいさつ

弊社は創立以来、登山隊、調査隊、撮影隊などへのサポートやトレッキング、各種観光旅行の手配

に、多くの方々のご支持をいただいてきました。今後ともお客様にご満足頂けますよう努めて参りま
すので、何卒よろしくお願い申し上げます。遠征隊、登山隊につきましては大津二三子と奥田仁一が
担当させて頂きます。日本語でお気軽にお問い合わせください。

登山隊取扱い実績
・メジャーエクスペディション（ネパール政府許可峰と中国への登山隊）369隊（2018年末現在）
・ライトエクスペディション（ネパール山岳協会許可峰）430隊（2018年末現在）

ＣｏｓｍｏＴＭＫ株式会社

CosmoIntemamonaIToⅢｓ株式会社
『￣

本社LazimpatKathmanduTel:977-1-4416226,4411437

支店Lazimpatアンパサダーホテル内Tel:977-1-4005169,4005170，4429922

本店支店共有Fax:977-1-4415275e-mail:fumi＠ｍCs・cｏｍｎｐ（邦文）

ＵＲＬ:http:〃/www・cosmo-nepal・comPOBOX2541LazimpatKathmanduNepal

http://www･nmajorgがリニューアルされました。

協会員の投稿を募集しています。

楽しい登山の写真とコメント、登山に関わるローカル情報等々の投稿で、充実し

たホームページを創り上げて行きたいと考えます。投稿方法はメールでお問い合

わせください。なお、ホームページの全体構成を考慮したうえで掲載を決めます

のでご了承ください。

-長野県

山岳協套
ＨＡＧＡ肘ＯＮ０ＵＮＴＡＩＨＥＥｍＪｌＧ

ＡＳＳＯＳｌＡＴｌＯＨ」ＡＰＡＪＩ

弓蟹式
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｢世界の山旅･辺境の旅｣各種カタログ

ご希望の方は下記ホームページより

ご請求ください｡無料でお送りします。

生

一再用~ここ昌窒ヲ
ＥＩＩ

●ヨーーロッノ<の山旅

●スイス･アルプス･ハイキング

●カナダの山旅

●世界の山旅

●ニュージーランドの山旅

●ネイチャリングツアー

●海外スキー

●日本の山

鍵
検索愚アルパインツアー

頤www回alpine回tour@cm

お賊しくださいノ
●お問い合わせ・お申し込みＬ

東京／〒105-0004束京都港区新橘3-2-5(第５東洋海駆ビル4階)か03(3503)1９１１6旅行企画･実施、
観光庁長官登録旅行業第490号(第１種〕 燕東京本社は移転のため12月25日(火)より上liF1佳所に変わります。

大阪／〒5500003大阪市西区京町堀1-4-3(TCF肥後橘ビル2階)か06(6444)3033
名古屋／〒4500002名古屋市中村区名駅3-23-2(第３千福ﾋﾞﾙ3階)五052(581)3211
福岡／〒8100073福岡市中央区舞繍1-2-8（セントラルビル5階)か092(715)1557

縄合旅行梨協収lJWW理謝H1田広明(東京)･大助鞍広(大阪)･中j11元宏(名古屋>･遮部秀桜|(荊岡）
繭妄iiiiiii鱒iﾂ1iii算lii;fii菱iiijiii詮iii鰯


